
様式２

「５つのミッション」 「８の行動計画」 行動計画の中で重点化する取組 実現状況 課題 評価

北海道美唄尚栄高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

全国の農業高校の行動計画

Ⅰ
グローカル教育で人材
を育てる学校

１
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

(1)農業技術検定等の資格取得学習を通
して、食と農に関わる知識・理解を深め
ると共に進路実現を目指す。

農業技術検定は、計画的
に学習に取り組ませ、意
識高揚を図ることが出来
た。食と農に関わる知
識・理解を深めることに
ついては、地域の農業経
営者や関係機関との協力
により、適宜実施でき
た。

校外への実習活動等
は、天候の関係上、日
程を調整する事がやや
難しかったが、学習機
会を増やしていくよう
にしたい。

２
「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

(1)環境問題の学習に取り組み、食と
農、環境のつながりを理解させる学習に
取り組む。

Ⅱ
地域社会・産業に寄与
する学校

３
「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

(1)地域の農産物を、積極的に地産地消
する取組を通して、食の大切さを伝える
学習を行う。

地域の農産物である米粉
や大豆を使用した食品の
商品開発に取り組み、地
産地消に貢献することの
大切さを学ぶことができ
た。

関係機関や地元小学校
等と連携した活動を行
う。

４
「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

(1)地域の連携学習に積極的に参加し、地域産業の理解を深める人材育成に取組む。小中学校等と連携し、体
験入学等の学校開放時
に、農業学習について理
解が深められるよう取り
組むことができた。

Ⅲ
地球環境を守り創造す
る学校

５
「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

(1)食品廃棄物や食品ロスに関心を持ち、未利用資源の活用をする等資源の有効活用に関する人材育成を行う。科目「農業と環境」や
「食品製造」の授業にお
いて、未利用資源や、
SDGSの考え方を積極的に
取入れた授業を展開し
た。

環境問題や未利用資源
に係る学習機会を積極
的に取入れるため、外
部講師などの専門家に
講演などを依頼するこ
とを検討する。

６
「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

(1)地域資源である農産物を、商品ブランド化することで地域振興につなげる。美唄市と連携し、食品の
商品開発に取り組むこと
ができた。

食品開発が、商品ブラ
ンド化になるよう継続
する。

Ⅴ
地域防災を推進する学
校

８
「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

(1)地震や火災等の災害に対して、防災意識を深める教育活動を実践する。防災意識を高めるため、
防災訓練に積極的に取り
組み、実習などで火を取
り扱う場合は火災に対し
て十分に注意するなど意
識の高揚につなげること
ができた。

地震や火災に対して、
意識を高めるよう啓発
する。

Ⅳ
地域交流の拠点となる
学校

７
「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

(1)ICTを活用し、食品製造・販売等の知識・技術等の情報が共有できるよう取組む。タブレットなどを積極的
に活用し、情報を活用す
る事ができた。

食品製造や販売実習等
で、積極的にICTが活用
できるように工夫す
る。
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関係機関や地元小学校
等と連携した活動を行
う。

科目「農業と環境」や
「食品製造」の授業にお
いて、食料生産や、SDGS
の考え方を積極的に取入
れた授業を展開した。

環境問題や食糧生産に
係る学習機会を積極的
に取入れるため、外部
講師などの専門家に講
演などを依頼すること
を検討する。


